
























サンタ・マリア・デル・マール寺院のオルガンとその背景 

 

 

 サンタ・マリア・デル・マール寺院は、カタルーニャ地方のオルガン建造界

に於いて、誠に代表される寺院の一つです。その歴史的遺産は、様々な影響を

受けて豊かに発展し、16 世紀にはほとんど完全に発達した一つの”様式”を得る

に至り、しかもカスティヤーノ派が、18 世紀に入りやっとその隆盛期に達する

頃には、もう既に異なる様式へと発展の道筋を辿っていたのです。 

数々の研究や、特にフランセスク・バルデヨの『サンタ・マリア・デル・マ

ール寺院の音楽』（1962 年）の出版により、我々は数多くの重要なオルガン建

造家が大オルガンを手懸けたことを確認することができました。      

彼らのうちで際立って優れていたのは、フランスのナルボンヌの神父であった

ベルナット・ポンス（1393 年、寺院の初ミサからたった 10 年後に設置された

オルガンだと言う最初の記録が残っています）、 フラテル・レオナルドゥス

（1464 年、ドイツのマインツのフランシスコ修道士）、ヨハン・シュピン・ 

フォン・ノイエルン（1484-87 年）、ぺラ・ブルドンス（1547 年）、ぺリス・

アラバサとサルバドール・エストラーダ（1560-64 年）、アラゴン地方の一流

のオルガン建造家ホセ・デ・セスマ（1677 年）、フラマン人のアンドレス・ 

バルゲロ（1691 年）、ジュセップ・ボスク（1719-21 年）、アントニ・ボスカ

（1734 年からこのサンタ・マリア・デル・マール寺院のオルガン修復を担当。 

そして 1741 年には、カタルーニャ派とカスティーヤ派との両派伝統を巧みに

兼ね備えた新たな楽器を製作しています。例えば分割鍵盤、水平リード管族バ

タイヤ、当時のショートオクターブ鍵盤からオクターブ音域に拡張）、また                

ジャン・ピエール・カバイエやドミニック・カバイエ‐コル（1794-97 年）そ

して、ジュアン・プッチ（1854 年）らです。 

こうしてすでにもう 14 世紀から、ほとんどは中央ヨーロッパの遠方から数多

くの職人たちがやって来て比類ない富がもたらされ、この土地のオルガン製作

家と共に併せて、このように非常に興味深く個性的な一つの流派が生み出され

たのです。 

この教会には、次のように 2 つの楽器がありました。                               

１）ジャン・ピエール・カバイエ及びドミニック・カバイエ‐コルの手掛けた

大オルガン。重要な行事の際演奏されていました。杮落としは 1767 年のクリ

スマス。市民戦争中の 1936 年に焼失しました。 

２）普段は歌の伴奏の際使用されていた小オルガン。1495 年から現存する参考

文献には、1672 年にギャラリー建設のためにこのオルガンが解体されたという



事実が残されています。このギャラリー（大オルガンと同様 1936 年に焼失）

は、大オルガンの前方、南側側廊、すなわち書簡側廊の壁面に設けられました。

つまり、1672 年のギャラリーの設置によって移動された（解体されたと考えら

れる）この小オルガンは、中央チャペルの上方の、つまり大オルガンとは全く

反対側の位置に設置されていたと考えられます。 

現在サンタ・マリア・デル・マール寺院に鳴り響く楽器は、ビックの聖三位

一体修道院のために建造されたものでした。たとえオルガンケースの様式やそ

の美術装飾が１８世紀後半のそれに該当するとしても、製作年月日や製作者は、

楽器内にも、どの文献にも確認できる記述が見出されませんでした。    

イギリス人建築家のサイモン・プラットによると、この楽器はおよそ 1730 年

から 1750 年頃に建造されたと考えられています。この事実は、カタルーニャ

地方では現在でも保存されているオルガンのいくつかの例が存在するように、

オルガン建造界においても、文献においても、もっとも豊かな地の一つであり

ながら矛盾したことなのです。 

 我々は 1983 年頃この楽器の一部分をある骨董商の倉庫で発見しました。 

それは専門家ではない者の手によって解体され、ヨーロッパ方面に送られるか、

または永久に失われるかというような状態でした。別の部品、例えば鍵盤や 

ふいごなどは、ビックの近郊のある農家で見つかったのです。それは確認しが

たいほどの屑の山となっていたのです。 

 その上、オルガンケースの修復は、再建造が必要であり、欠如していた装置

の追加や、設計、ケースの様式に従い新しいトリビューンの建設が必要でした。

発音装置については、楽器を構成する全体の６％とされる約 80 本の木製パイ

プだけしか保存されていませんでした。失われた 94％の再建造のため、オルガ

ンファサードのパイプ台やパイプボード、そして風箱の上に存在したパイプ跡

を調査する必要がありました。この調査からおよそのストップ仕様、寸法やそ

れぞれに相当するパイプの直径を検討することができたのです。これら判明し

た寸法は、オルガンケースに残されてた署名から、ボスカ・セリニェラの作品

とされるレイダのタラルンのオルガン（1748 年）の寸法と多数一致することが

分かりました。この楽器の特徴で重要なことは、鍵盤の分割が H 音と C 音の間

であること（C 音と CIS 音間で分割するカスティヤーノ派のオルガンと相違）

そして木製の flautado があることです。他の点については、見本も類似したも

のも存在しないので、マヨルカ派とカタルーニャ派のオルガン建造技術におけ

る長年の研究で蓄積された経験に頼る他ありませんでした。その他の部品、装

置や骨組みや装飾は、当時の技術に従って修復しました。送風装置については、

オリジナル修復が不可能な状態であったので、テーブル板を再製作する必要が

ありました。しかし、元のひだは文献にあるように保持しました。 これは、

ソルソナのミラクル礼拝堂やウィデモリンスやラ・ポーブラ・デ・セルボルス



のそれぞれのオルガンの様に、カタルーニャ地方で保存された数少ない楔形ふ

いごです。 

修復－再建造の際には、修復家の個人的スタイルを歴史的楽器に用いることは

許されません。そうでなければ 18 世紀のカタルーニャのオルガンの音色を再

現する必要性はなくなるからです。 修復家達が持つ唯一の許容範囲は、小オ

ルガンの機能、つまり以前の小型オルガンが歴史的に典礼聖歌の際に聖職者の

伴奏楽器としての用途を持つものでしたが、それだけでなく、寺院内すべての

会衆のために適用されるような機能をも持ち合わせる楽器にしたいという現代

の要望を組み入れることが可能なのです。 

カタラン語常用地方のオルガンの特性の一つに、二つの部分、つまり主オルガ

ンとリュックポジティフの部分があります。楽器によっては、リュックポジテ

ィフの大きさがたいへん縮小されている場合、それは装飾として現存するので

す。例えばタラルンのオルガンがそうです。サンタ・マリア・デル・マール寺

院のオルガンの場合もこの状態となりますが、会堂の規模が巨大であること、

特に典礼用、及び独奏用楽器としても、我々は、シッチェス、トレデンバーラ、

モンブランク、カダケスやモンブリヨなどのオルガンと同様、それらの性質に

合い通じる第二の部分を設けることを選択しました。 

修復のプロジェクトは、二つの段階で実施されました。 まず 1997 年に主オ

ルガンを修復し終え、教会の行事に常時使用開始しました。そして何年か後、

リュックポジティフの発音装置を設置し、再建造を終え、2005 年 5 月 31 日に

杮落としが行われました。 

 

オルガン建造家 ジェラ－ル・グレンジングとその工房の製作者一同 

建築家 サイモン・プラット 

 

 

 

 

 

 

 

 



オルガン仕様 

鍵盤: 45 鍵(ショートオクターブ C,D,E,F,G,A---C5 ) 

分割鍵盤 H 音と C 音の間 

A= 412 Hｚ（20ºC 、 メゾトニック-1/5 調律) 

 

主鍵盤/ II 鍵盤 

Baixons--Clarins 4´-  8´ 水平トランペット, ケース外

分割鍵盤 H音と C 音の間 

Corneta VII 分割ストップ; C1-C3 

Cara 8´ 全鍵; 正面 

Octava 4´ 全鍵 

Flautat de fusta 8´ 全鍵; 木製 

Quinzena 2´+ 1´ 全鍵 

Corona IV 分割ストップ H音 º－C１音

間 

Tapadet 4´ 全鍵; C 音－H音木製 

           c1--c3 煙突管 

Nasard 17ª 1 3/5 分割ストップ D音 1-C 音 3 

Nasard 12ª 2 2/3 低音域は閉管,  

Nasard 15ª 2´ 低音域は閉管, 分割ストッ

プ H音 º－C１音間 

Ple IV 全鍵 

Cimbalet III 全鍵 

Trompeta Real 8´ 分割ストップ H音 º-C１音

間、ケース内 

  

ペダル 

Ocho Contras  II 
 
Vent al pedal 

8´ 木製, １音につき 2 パイプ. 

音域: C-D-E -F-G-A-B-H. 

常時主鍵盤部に連結 

 

 

他のストップ (主鍵盤部) 

Ocells: Ruiseñor (パイプは水の中) 

Trèmol: ドン・ベドスによるトレモロ 

Gaita: (Quinta 開管 E-H) 

Tambor: E 音に調律 

ストップを出すと自動的に 

音が鳴る仕組み 

                                        

 リュックポジティフ/I 鍵盤 

Cara 4´ 全鍵;正面 

Bordó 8´ 全鍵 

Flauta Xemeneia 4´ 全鍵; 煙突管 

Quinzena II        2´+ 1 1/3 全鍵 

Nasard 19ª 1 1/3 全鍵 

Cimbalet III 全鍵 

Regalia 8´ 全鍵 

 




